
16世紀初頭までの南アジア・東南アジァ

　　　　における胡椒の生産と貿易

高　橋　　　保

1．　はしカS’き

　15世紀末（1498年）、インドのカリカットに到着したポルトガル人ヴァスコ・

ダ・ガマ（Vasco　da　Gama）が、現地住民から同地に渡来した目的を尋ねら

れて、「キリスト教徒とスパイスを求めてOfと答えた話は有名である。ポルトガ

ルとスペインといったイベリア勢力のアジア進出の最重要目的の一つは、実に

アジア産出の香辛料（Spices）の獲得とその支配にあったのである。キリスト教’

の布教は異教徒たるイスラム勢力の打倒を意味したが、当時香辛料貿易を含む

アジアの商業貿易はそのイスラム商人勢力の手中に握られていたから、結局キ

リスト教の布教と香辛料の獲得・支配とは事実上同じことを意味したのであっ

た。

　では、ヨーロッパからイベリア勢力が進出してきた15世紀末から16世紀初頭

時の南アジア・東南アジアにおける香辛料の生産と貿易は、現地においてどの

ような様相を呈していたのであろうか。当時世界的な香辛料貿易において重要

な地位を占めていた産品としては、たとえばモルッカ特産の丁香や肉董藏があ

ったが、その生産と貿易の様相については、筆者はすでに前稿「15世紀のモル

ッカ・バンダにおけるイスラム化と丁香・肉董薙貿易」（1）においてこれを取上げ

て検討した。

　そこで本稿では、世界的に需要も多く、その生産・貿易量において丁香や肉

董薙よりもはるかに多量を占めていた胡椒を取り上げて、その歴史的背景とと
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もに、16世紀初頭におけるその生産と貿易の様相を検討することにしたい。

　ちなみに、我々が胡椒（Pepper）と呼ぷものは、　PiPer　nigntmの果実を乾

燥したものであるが、胡椒の樹そのものは蔓性で他の樹木に巻きついて生える

多年生の灌木である（2）。商品としての胡椒には、白胡椒と黒胡椒の2種がある

が、もとは同一のものである。成熟直前の青い実を取って乾燥し、黒色を呈す

るものが黒胡椒である。そして成熟した果実の果皮と種子とをとり巻く上皮を

取り去って表皮が滑らかで白色になったものを臼胡椒という。臼胡椒を製造す

るのには、原料果実の約40％の減耗と約1ケ月の日時を要する。

　胡椒はピペリンというアルカロイドを含有し、強い刺激性の辛辣な味と匂い

をもつが、臼胡椒は黒胡椒よりも刺激がおだやかで甘さがあり、香味も勝って

いる。したがって、臼胡椒は黒胡椒よりも高価である。しかし、商品としては、

古代から近世初頭まで、黒胡椒に比べて白胡椒の製造はきわめて少なく、した

がって、単に胡椒という場合は黒胡椒を意味したのである。胡椒の用途として

は、飲食品の調味料として用いられるが、また古くから薬品としての効用も広

く知られ、強い刺激性の辛辣な味と匂いは、消化機能を促進させるものとされ

食欲増進剤として重宝された。さらに健胃剤として、また凡ゆる疾病に効く万

能薬としても使用されたのである。ヨーロッパでは、コレラやペストが流行し

た際、ポケットに胡椒を入れておくと、病気にかからないという俗信もあった。

II．ヨーロッパに知られたインド胡椒

（A）帝政ローマにおけるインド胡椒の輸入

　胡椒として、ヨーロッパの歴史文献にまず現われたのは、インド産の胡椒で

あった。インドの胡椒としては、南インドのマラバル（Malabar）海岸地方に産

する、前記のいわゆる胡椒（PiPer　nigram）とベンガル・ネパール・アッサム・

カシーヒルなど主としてインド北部に多く産する長胡椒とがある。長胡椒は多

年生灌木のPiPer　longumの漿果で、未熟なのを乾燥したものであり、胡椒（Piper

nigrum）とは植物の生態も果実の状態も異なっている。長胡椒は漿果とともに

根茎を使用し、古代から薬用にあてられている。そして古代のインドでは胡椒
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よりもこの長胡椒の根茎と漿果の方が、まず初めに薬用として認められ使用さ

れた。

　インドのサンスクリット語では長胡椒をピパリ（Pippali）と云い、普通の胡

椒をマリチャ（M・・i・h・）と・・う（3）．判シャ語のPip。，i、ラテン語のPip。，は

ヨーロッパ諸国の胡椒という語の源流であるが、これは明らかに長胡椒を指す

Pippaliから転じたものである。そしてピペリ、ピペル系のヨーロッパの各国語

は長胡椒と胡椒（黒・臼）を合わせた全体の通称となっており、サンスクリッ

ト語の胡椒であるmarichaに該当する音は西方ヨーロッパには伝わっていない。

このことはインド胡椒の西方伝播について、まずインド北部の長胡椒（ピパリ）

がペルシャ経由で陸路ギリシャに伝播したことをうかがわせる。Pippaliからpiperi

へと1とrの交替がみられるのは、ペルシャ人の古語に1がなかったためである

とされている（4）。その後南部インドの胡椒（マリチャ）が伝播しても、薬物上

の刺激と香味がほとんど同じであるから、長胡椒のサンスクリット音を写した

ピペリという名称を、ペッパー全体の名称として用いたのであろうと考えられ

る。

　胡椒に関するギリシャ文献の記事はきわめて少ないが、このことは古典ギリ

シャ時代には胡椒が非常に貴重な薬品として、ごく限られた少数の人々だけが

使用可能であったことを我々に推測させる。

　ヨーロッパでスパイスとしての胡椒の使用は、帝政ローマ時代において盛ん

になったらしい。ローマ人はB．C．30年にエジプトを占領してから、陸路ペルシ

ャを経由してシリアなどで入手するよりも容易に多量かつ安価な胡椒を入手す

ることが可能になった。それにつれて、彼らローマ人の胡椒の消費量は増大し

て、季節風の利用によってエジプトから紅海を経てインド洋を横断してインド

西岸に至る航海路も開かれて盛大となり、そのことはまた一層ローマ人の胡椒

の消費を増大させたとみられる。A．D．1世紀のローマ人プリニウス（G．　Plinius）

は『博物誌』の中で、インドで胡椒がローマ人の食生活に不可欠の嗜好品とな

ったことを嘆いて、次のように述べている。

　「胡椒の使用がこんなに流行するようになったことは異常である。ある品物

　についてはその甘い味がひとつの魅力であり、また他のものについてはその
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　外観がそうであるのに、胡椒はその実にも漿果にも取柄がないのだから。そ

　れのよろこばしいただ一つの性質といえば、それがぴりっとすることであり、

　それを入手しようとして、われわれははるばるインドまで出掛けて行くのだ。

　贅沢な食べ物にそれを加えてみたいなどと考え、食欲を高めたいということ

　なら、ただ腹を空かせさえすればよいことなのに、それで満足しなかった最

　初の人々はいったい誰であったろうか。胡椒もショウガもそれらの国々では

　野生している。それなのにそれらはわが国では金や銀のような目方で買われ

　　　　　　　（5）
　ているのだOf

　プリニウスによれば、当時の胡椒1ポンドの値段は、長胡椒15デナリウス、

臼胡椒7デナリウス、黒胡椒4デナリウスであり、その薬効を認められた長胡

椒が最も高値であった。彼はまた当時のローマの対インド貿易について「イン

ドがわが帝国の富を吸い取ること5，000万セステルティウスに満たぬ年はないこ

と、その見返りに送られて来る商品が、われわれに原価の100倍で売られている

ことを考えるならば、これは重要な問題であるOf（6）と述べている。当時インド

からローマに送られたものはシナの絹、マレーの統甲、セイロンの真珠と宝石

それにインドの胡椒、綿布、などであったが、なかんずくインド胡椒が重要な

地位を占めていたことはいうまでもない（7）。ローマはこうした東方産贅沢品の

ために、毎年5，000万セステルティウスという巨額な金銀貨をインドに流出させ

ていたのである。それが事実であったことは、今日、ローマの金銀貨幣がイン

ド洋沿岸の各地、マレー半島、インドシナ各地から出土しているが、なかんず

く最も多量に出土するのがインド南部の胡椒の生産・交易地帯であるマラバル

地方であることからも、よく証明されるところである。

（B）中世ヨーロッパにおけるインド胡椒

　ローマ勢力の衰亡以後、中近東地帯を確保して、ヨーロッパとインドの間を

結び、地中海からインド洋におよぶ貿易の主導権を握ったのは、ペルシャ人や

アラブ人のイスラム商人勢力であった。ムスリム商人たちはペルシャ湾からダ

ウと呼ばれる縫合型帆船に乗って東に向い、インド洋や東南アジア海域でも活
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発な貿易活動を展開した。

　これらアラブ商人の活動に関するアラビア語文献のなかにも、インド胡椒に

ついての言及がみられる。たとえばアブ・ザイド（AbU　Zaid）の記録（A．D．916

年）にはインドのマラバル地方の特産品として胡椒をあげており、またアブ・

デュラフ（AbU　Dulaf）の記録（A．D．940ごろ）にはマラバル地方を「胡椒の国」

（Bilad　al－fulfu1）と呼んでいるが（8）．同様のことは10世紀末の『インドの不思

議』という記録にもみられる（9）。

　ところで、こうしたイスラム勢力の拾頭で、地中海貿易は衰え、中世の初頭

の西ヨーロッパは孤立化を余儀なくされたが、それでもヨーロッパ各地の王侯・

貴族・僧侶は、僅かながら流入する東方伝来の胡椒や肉桂などを使用し続けて

いた。インド胡椒は前述したようなムスリム商船によってペルシャ湾に運ばれ、

ユーフラテス河口のバスラで陸揚げされチグリス河を湖航してからキャラバン

によって東地中海北部沿岸地帯か黒海方面に運搬されたり、また或いは、やは

り船でインダス河口まで運ばれ、そこから引続いてインダス河を湖航し、その

上流でキャラバンに積み換えられて陸路カスピ海さらに黒海方面に運ばれる、

など複雑な経路でヨーロッパに持ち込まれたと思われる⑩。このほか、紅海か

らアレキサンドリアを経由するルートも存在した。

　中世のヨーロッパでは、胡椒は珍奇な香辛料の中で最も高価なものであった。

「胡椒のように高い」という表現は、当時の誰もが知っていた。胡椒税が課せ

られたり、封建領主が臣下に胡椒の贈与を強要したり、また貨幣が稀少であっ

た時代には、交易の際に胡椒は貨幣の代用として用いられたりした。金持ちの

豪勢さは、胡椒が市場に安定的に供給されなかっただけに、彼らが蓄えている

胡椒の量によって推察された（11）。

　11世紀から13世紀にかけての十字軍時代やそれ以後のヨーロッパ人の間の東

方産香辛料に対する期待と憧憬が抑え難いものがあったことは、周知のところ

である。とくに14世紀以降北部ヨーロッパでの肉食の保存・味付け用と悪疫大

流行に対する薬剤としての用途から、香辛料に対するヨーロッパの需要は急激

に増大した。ヴェネティアなど北イタリア諸都市は、十字軍時代を通じて地中

海東部沿岸地方に商業覇権を確立し、これをムスリム商人の巨大な貿易網と連
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結させることに成功した。イタリア商人はムスリム商人が中近東やインドから

集めた東方の物産をアレクサンドリア、アレッポ、コンスタンチノープルおよ

び北アフリカで買占め、本国へ輸送した。輸入された東方の産物はイタリア商

人の手でブリュージュ、アントワープなどの国際市場へ運ばれ売り捌かれた。

南ドイツ産の銀や銅と東方アジアの香辛料を結合した14、15世紀ヴェネティア

共和国の商業的隆盛は、したがって、アジアに形成されていた巨大な香辛料貿

易機構に従属し、その末端を担う形で実現されたものということができる。当

時香辛料を輸入していたヴェネティアの人々は、胡椒を「天国の種子」と呼ん

でいた⑰。こう呼ぶことで、胡椒の価値をいやがうえにも高めていたのである。

III中国に知られたインドおよび東南アジア胡椒

（A）インド胡椒の中国伝来

　中国では後漢時代から胡椒の名が知られていた。胡椒の産地として『後漢書』

はインドとしており、『階書』や『宋書』や『魏書』では波斯（ペルシャ）だと

している。胡椒の胡とは中国の西北方の外国とその民族を意味したから、上述

の諸書の記述は、西域のイラン系民族を経由してインドのペッパーが中国に伝

来したことを示すものと考えられる。ちなみに、中国では椒とは辛辣味のある

植物の果実を呼ぶ一般的な名称であるから、西域から来た、あるいは西域人に

よって持ち込まれた椒という意味で胡椒という語が用いられたと解される。し

かし、7世紀の唐以前は西域経由でもたらされるインド産ペッパーの量は少量

であったから、中国ではそれが貴重な薬剤の一つとされ、その産地などに関す

る情報はきわめて漠然としていた。

　6世紀前半に成ったと思われる『斉民要術』には、食物の一つに胡炮肉があ

げられており、その薬味として葱白、蓋、椒、華撫と並んで胡椒があげられ、

鼓（納豆）と塩で味付けをすると書かれている。これによると胡椒は肉の調味

料に使用されていたことが判る。なお、ここに胡椒と並んで挙げられている墓

撲とは、その発音（pi－p‘o）からみて、明らかに前述したインドの長胡椒を云う

サンスクリット語のpippaliの略音字とみられる（耽したがって、6世紀の頃の
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中国にはインドの普通の胡椒と長胡椒の双方が中央アジア経由で伝播していた

とみられる。

　唐代末期、9世紀中葉に成った段成式の『酉陽雑狙』には胡椒と長胡椒（＝

墓撰）についてのややまとまった記事がある。まず胡椒をインド産と紹介して

おり、その原産地での名称を昧履支（mei・1i－IEi）としているが、これは胡椒のサ

ンスクリット音であるmarichaをかなり正確に音写したものと解される（14）。前

述したように、西方にはpippaliしか伝わらなかったのに対して、東方中国には

マリチャの名も伝わっていたのである。つぎに長胡椒についての記事の中にも、

長胡椒の名ピパリを華撲梨（pi－po－1i）ときわめて正確に音写しているのは見事

というほかない。

（B）中国に知られた東南アジア産胡椒

　8世紀頃とみられる『海薬本草』には、胡椒の条があり、そこには「徐表の

『南州記』には南海諸国に生ずるとある。……あるいは云う。日陰に育つのが

墓澄茄で、日なたに育つのが胡椒である司と記されている。また、ここに胡椒

と同一植物からの産物として書かれている華澄茄について、同書には「『広志』

に、皆南海方面の若胡椒である。実を摘む。実の柄は粗で短い、というalと記

されている。

　ここに出て来る徐表の『南州記』が徐表の『南方記』のことであるとすれば、

少なくとも6世紀以前の書と認められ、また『広志』を郭義恭の作とすれば5、

6世紀の書と考えられる。かくして、これらの記述から、5、6世紀の頃南海

諸国つまり東南アジア地域の産物としての胡椒が中国に知られたことが判る。

　では、この胡椒と同一植物からの産物と記されている墓撲茄とはどのような

ものであろうか。これは植物学的研究によってジャワに産する胡椒科のキュベ

ーブ（Cubeb、学名PiPer　cubeba）であると考えられる（軌8世紀の前半に成

った『本草拾遺』にこの墓澄茄が挙げられていて、「仏誓国に生ず。状は梧桐と

蔓荊の実に似ているが、やや小さいOfと記されている。ここに墓澄茄の産地と

してみえる仏誓国は、普通中国史料には仏逝国と書かれることが多いが、7世

紀から13世紀にかけてスマトラのパレンバン（Palembang）を中心に海洋貿易

一253一



国家として栄えたシュリビジャヤ（Sri　Vijaya、室利仏逝）王国を指す。多分

このシュリビジャヤを経由して中国に知られたので、中国史料には墓擬茄をシ

ュリビジャヤ産と記録したのであろう。

　ところが実際の産地がジャワであったことは、11世紀末の『讃類本草』に葛

揆茄の別名として砒陵茄子と記していることから判明する。つまり砒陵は、そ

の音pi－lingから推して、唐代の中国史料でジャワのヒンズー国家を詞陵（he－ling）

と記したのと同様に、ジャワを指すものと考えられるからである。

　かくして、このジャワ産墓揆茄と混同され、同一植物からの産物とされた胡

椒もジャワ産であったこととなろう。以上を総合すると、8世紀頃の中国では、

ジャワ産とはっきり判明してはいなかったものの、ジャワ産の胡椒が、同じジ

ャワ産の墓撰茄とともに、スマトラ経由で少くとも少量は伝来していたものと

考えられる。

　このジャワ産胡椒が古くインドから移植されたものか、或いは現地固有のも

のかについて、すでに先学の研究があり、野生種がないことや名称がmaricha

であることなどから、大体においてインドから移植されたものと考えられてい

る（1⑤。おそらく西暦紀元前後に湖りうるインドのヒンズー系人の東南アジア渡来

の時代に持ち込まれたものと推定されよう。

（C）13世紀初の中国におけるジャワ胡椒の大量輸入

　中国では10世紀末から12世紀にかけて、徐々に胡椒の輸入が増加していった

ことは、宋代の外国貿易取締条令の対象物品中に胡椒の名がみられることで、

大体推察することができる。しかし、この当時中国の輸入品としては、アラビ

ア乳香が南アジア・東南アジア産品の中で群を抜いていた。香薬の中では、乳

香に次いで白檀、沈香、竜脳などが多く、胡椒はさほど多くなかったようであ

る。したがって、胡椒の産地や輸入経路についても余り新知見はみられなかっ

た。

　宋代の南海関係文献中、やや胡椒についての記録がみられるに至るのはA．D．

1178年序の周去非の『嶺外代答』からで、同書には闇婆（ジャワ）の産物とし

て、胡椒が檀香、丁香、肉董藏、臼董蓬、沈香とともに挙げられている。
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　ところが、それより50年後の趙汝這の『諸蕃志』（1125年序）（1りに至って、これ

までとは著しく異なり、正確で詳細な胡椒に関する記録が現出する。いま同書

の胡椒関係記事を適記すると、以下のごとくである。

　①まず巻上、志国では、

　④新施（スンダ）の条。「山地に胡椒を産す。粒は小さくて重く、杜板（トゥ

　バン）品に勝るq」

　⑧蘇吉丹（スキタン）の条。「胡椒を最も多く産し、年間の気候が良くて豊作

　だと、貨銀25両で10包ないし20包買える。1包は50升である。気候が悪くて

　充分に稔らない不作の年は、その半分しか買えない。胡椒を採集する人は辛

　辣な香気に悩まされ、多くの人が頭痛を病んでいて、川苛を服用して癒して

　いるOf

　◎闇婆（東部ジャワ）の条。「この地方の胡椒はほとんどここに集まり、これ

　を買うと貿易船の利益は5倍に達する。それで中国人はしばしば禁制を犯し、

　ひそかに銅銭を積んで出掛け、交易している。そのため中国政府当局は、た

　びたびこの地方への渡海を禁止しているが、商人は行先地をスキタンとすり

　変えて出掛けている。J

　②つぎに巻下、志物の胡椒の条にはつぎのように記されている。

　「胡椒はジャワのスキタン、トゥバン、パジャジャラン（自花園）、マダンカ

　モラン（麻東）、ジャンガラ（戒牙路）に出る。スンダ産を上とし、トゥバン

　産はこれに次ぐ。胡椒は郊野と村落に生育し、その間に境界がある。蔓は中

　国の葡萄の如く、住民は竹や木で棚を作って栽培している。正月に開花し、

　四月に結実する。花は鳳尾のようで、色は青紫である。5月に実を採り、太

　陽にさらして乾燥させ、倉庫に納める。翌年倉庫から出し、牛車に積んで市

　場へ運ぶ。その実は太陽にあまり強くないが、雨には充分耐える。だから旱

　天だと収穫は少なく、雨量が多いと収穫は平年の倍に達するOf

　以上の記事から次のようなことがわかる。まず胡椒の生産地は、スンダ、ジ

ャワ、スキタン、トゥバン、パジャジャラン、マダンカモラン、ジャンガラの

7地域であった。このうちスンダはジャワ西端地方であり、ジャワは別名を甫

家竜と云うといっており、これはべカロンガンのことである。普通ジャワは広
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くはスンダ以外のジャワ島の総称であり、狭くはその中心地たる東部ジャワに

位置し、トゥバンは東ジャワにあり、パジャジャランは西部ジャワで、ジャン

ガラは東部ジャワのスラバヤ地方にあったとみなされる。以上のことから、胡

椒はジャワ島の北岸沿いに西から東まで広範囲に栽培されていたことが判る。

　つぎに胡椒の栽培状態、開花結実、採集、乾燥、年間雨量による収穫量の差

異、貯蔵、市場への出荷、などに関する非常に詳細な『諸蕃志』の記録は、お

そらく実際にジャワへ往訪した人々の現地での見聞に基いて書かれたものに相

違ない。その記録の正確さは驚くばかりで、例えば、スンダ産の胡椒が小粒で

目方が重く良品であると云っているのはまさしく事実であって、後述する16世

紀初のポルトガル人の記録にも、スンダ産胡椒はインドのマラバル産より良質

だと記されている。このほか、上掲記事のなかには、ジャワ国の住民が竹や木

で棚を作って胡椒を栽培していると細かな観察を示しているが、これによると、

同地ではすでに胡椒生産が輸出のための栽培農業として展開されてきたらしい

ことが知られ、まことに興味深い。

　また、同じジャワ国の条では、同地で胡椒が最も多く集散されていて、これ

を入手すると貿易船の利益が5倍以上になるから、中国人貿易商人たちは中国

で輸出禁制となっている銅銭をひそかに持ち出し胡椒と交易しようとしている

と記している。一方、中国政府当局は、こうして銅銭が海外流失することを憂

慮して中国人のジャワへの渡航をしばしば禁止しているが、商人は行先地を中

部ジャワのスキタン国だと偽って中国政府当局の目をごまかしているとも述べ

ている。おそらく、スキタン向けと称して渡海した商人の多くは、利益の多い

東ジャワ（ジャワ国）に赴いて交易し、多量の胡椒を中国に運んでいたのであ

ろう。

　ともかく上掲諸記録から、我々は13世紀前半期におけるジャワ産胡椒の中国

への大量輸入の事実と、その胡椒入手のために中国銅銭が大量に持ち出された

事実を知ることができる。中国への胡椒の大量輸入は、中国での経済の発展、

生活水準の向上によって国民の奢修嗜好品への需要が増大し、その一環として

胡椒の需要も増大をみた結果であったと考えられる。前掲『嶺外代答』の著者

周去非によると、12世紀後半には中国商船が交易のためはるばるインドのマラ
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バル海岸地方まで出掛けていたようであり、この時代に南海貿易が盛んになり

つつあったのである。

（D）14世紀中葉の中国におけるインド、東南アジア産胡椒の輸入

　元代（1271－1367）になって、中国船の南方渡海と貿易の展開はますます盛

んになったようで、それに伴なって胡椒に関する中国人の知見も増大していっ

た。

　いま14世紀の前半、2回にわたって広く南海諸国を旅行した中国人旅行家注

大淵がその帰国後（1351年）に著わした『島夷志略』（18）によると、胡椒の生産地

として①前記宋代の『諸蕃志』に記録されていたジャワ島のほかに②ビルマ南

部からマレー半島にかけての地域、③インド南部海岸のマラバル地方、の3地

域があげられている。

　まず①ジャワ島について『島夷志略』闇婆の条には「闇婆の胡椒は年産万斤

である」とある。このほか、東ジャワのある地方と思われる東淡逸でも「胡椒

を産し、ジャワに次ぐ」と書いている。

　つぎに注大淵は②ビルマの南部のマルタバン（八都馬）での「胡椒の産出は

ジャワに次ぐ」と云い、またテナセリムとの中間にあるタボイ（淡遡）につい

て「ここは胡椒の生産においてマルタバンに次ぐ」と書いている。つまり注大

淵はジャワのほかに、新たにビルマ南部からマレー半島にかけての地域を胡椒

生産地として紹介しているのである。

　さらに注大瀾は③世界第一の胡椒生産地としてインド南部マラバル海岸地域

をあげている。このうちまずカリカット（下里Calicut）について、

　「この地の胡椒の産出は世界第一で、産出額は計り知れない程である。……

　諸外国の胡椒はみなこの国から輸出されたものであるOf

と書き、つぎにクィロン（古里仏Quilon）について、

　「この地の胡椒の産額はカリカットに次ぐ。住民の居住地域に倉庫があって

　貯蔵している。1播荷（バハル）は375斤で、10の2を税として取っている。」

と記している。マラバル地方における第3番の胡椒生産地として、注大淵はカ

リカット北方のファンダライナ（小唄哺）をあげ、同地にも胡椒を生産すると
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誌している。

　以上の3地域で生産されるマラバル胡椒の輸出について、注大淵は同地方の

代表的港市クィロンと西方ペルシャ湾入口の大貿易港オルムズ（甘埋里）との

交通に関連づけて、次のように記述している。

　「この国（＝オルムズ）は西南洋にあってシリアに近く、季節風を利用して

　2カ月でファンダライナに渡海することができる。この国の船を馬船という

　が、相当大型の船で……二、三層の甲板があり……船底には乳香を大量に積

　み込み、上部には馬数百匹をのせている。……マラバルからは丁香・董藏・

　青椴・爵香・焼珠・色椴・蘇木・青自花器・甕瓶・鉄条などを輸入している。

　またマラバルの胡椒を輸入しているが、その胡椒の非常に多くの部分がオル

　ムズの馬船によって輸出されているので、中国商船がマラバルで買付ける胡

　椒の量はその10分の1にも達しないOf

　いまこの記述によると、マラバル胡椒の9割以上までが西方オルムズ方面へ

輸出されていたことが判明するが、この胡椒は前述したように、オルムズから

海陸路によって中東から東地中海へ運ばれ、さらにヨーロッパ各地へ送り出さ

れたものと思われる。つぎに我々が注目したいのは、この14世紀前半当時に、

中国船がマラバル地方にまで赴いていた事実であり、またその中国船によって、

たとえ西方ペルシャ湾方面へ輸出される胡椒の10分の1以下であっても、とも

かくマラバル胡椒を買付けていたという事実である。中国船がクィロンにまで

渡海し西方のアラビア船と交易していたことは、12世紀後半の周去非によって

すでに伝えられていたが、そこには中国船がマラバル胡椒を買付けたというこ

とには触れられていなかった。そして13世紀初においても、前記『諸蕃志』の

記述による限り、中国人に知られた胡椒はジャワ産のものに限られていた。13

世紀末、元朝治下の中国に17年間滞在したのち海路によって帰国の途についた

マルコ・ポーロ（Marco　Polo）もクィロンに立ち寄り、この地で胡椒が大量に

産出すること、またここでアラビア商人や中国商人が貿易を行なっていること

を伝えているが（軌中国船が当地産胡椒を積んで帰国したことには触れていない。

それより50年ほど後のアラビア人旅行家イブン・バトゥタ（Ibn　Battuta）1もマ

ラバルが胡椒の大生産地であったことは充分知っており、中国船の此地への渡
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海を語り、彼自身カリカットから中国船に乗船しているが、同地産胡椒の中国

輸出については語っていない②①。ひとり注大淵のみがマラバル胡椒の中国船によ

る買付け輸入の事実を明瞭に語っているのである。

　こうしたことは、中国での胡椒消費や南海胡椒の輸入動向との関連で、どの

ように解釈すべきであろうか。按うに、13世紀に始まった中国のジャワ胡椒の

輸入は、中国での消費増大に応えて増加の一途をたどり、14世紀の半ばに至っ

て、注大淵が伝えるように、ジャワ胡椒とともにビルマ南部マレー半島北部の

胡椒に注目し、さらに世界第一のマラバル胡椒の産出を次第によく知るように

なり、中国船の同地域への渡海も盛んとなって、このマラバル胡椒を少量でも

買付けるようになっていた、と考えるべきではなかろうか。マルコ・ポーロが

マラバル地方を通過した13世紀末においては、まだ同地産胡椒の中国輸入が行

なわれる状況にはなっていなかったのかも知れない。

　しかし、中国での胡椒大消費時代はすでに13世紀の前半から始まっていたこ

とは先述したように事実であり、13世紀末には一層それが進んでいたようであ

る。前述した13世紀末のマルコ・ポーロの記録には、「著者たるわたくし、すな

わちマルコ氏自身がカーンの税官使に聞きただした所だが、キンサイ市で毎日

消費する胡椒は、何と驚くなかれ実に1荷223ポンド入りのもの43荷にものぼっ

ているとのことである。」とあり⑳、その頃の杭州（キンサイ）市の胡椒の消費

量は1日約9，500ポンドにも達していたという。これによると、杭州市だけで一

年間の消費量が約1，500トンにも上ることになってしまう。したがって、この数

値には、マルコ・ポーロが杭州市の戸数を160万戸としていることなどと共に、

あまりにも誇張が多く、にわかに信頼することはできないが、ともかくこの史

料によっても、13世紀末当時の中国で莫大な量の胡椒が消費されていたことだ

けは間違いあるまい。

（E）15世紀初の中国に知られた南アジア・東南アジアの胡椒

　元朝に代って中国の支配者となった明王朝（1368－1644）は、建国当初から

中国私船の海外渡航を禁止する、いわゆる海禁政策をとったので、中国船の東

南アジアへの渡海も著るしく減少した。中国船の大きさも、前の元朝時代に比
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べて小型化したものと考えられている。かくて明代の中国船の南海方面への進

出は、もはやインド南岸地方にまでは到らず、その活動舞台は東南アジア海域

に限られ、スマトラ西北端部をその航海の極西限界としていたようである。も

ちろん、これはあくまで中国私船の場合についてであって、政府の艦船派遣に

ついては、たとえば14世紀前半の永楽帝時代、1405年から1433年にかけて行な

われた東南アジア・南アジア・中東・東アフリカまでの大艦隊派遣、いわゆる

鄭和の西征のような例もあったことを忘れてはならない。

　ところで、そのスマトラ西北部地域が胡椒の生産・輸出地域としてはじめて

中国史料に現われるのは、15世紀前半のことであった。上述した鄭和の西征の

際、この大船隊の通訳の一人として参加した馬歓は、その著『瀕涯勝覧』（1416

年序）e2）において、スマトラ島西北端の蘇門答刺（のちの、アチェAcheh地方）

について、

　「胡椒は山間に住む人びとが農園を作って栽培している。藤に似た蔓がのび

　て広東の柑菜のような黄白色の花が開き実を結ぶ。若いうちは青く、熟すれ

　ば紅くなる。成熟一歩前の頃に摘み取り、太陽に晒して干し、売りに出す。

　果実の粒の虚大なのが、この地方の胡椒である。中国秤で100斤ごとに金銭80、

　銀になおして1両で売られるO」

と記しており、このスマトラ西北部地域が胡椒生産地帯であることを紹介して

いる。

　また馬歓と同じく鄭和の西征に通訳として参加した費信も、その著『星磋勝

覧』（1436年序）の蘇門答刺の条で、その地域で胡椒が栽培されていることを伝

えている。以上の中国人記録のほか、15世紀前半の1419年から44年までの25年

間をアジアで過したイタリア商人ニコロ・デ・コンティ（Nicolo　de’Conti）

は、スマトラで胡椒を見て、それをキヅタにたとえている軌以上の3記録とも

に、著者たちの実地見聞によって書いたものに相違ない。

　こうした3つの胡椒記録について注目されるのは、これらの記録がこのスマ

トラ西北部地域の胡椒栽培について記した最初の記録で、これ以前に此地域の

胡椒生産について触れた史料が全くないという事実である。すなわち、前述の

マルコ・ポーロも注大淵も、また注大淵と同時代のイブン・バトゥータも、こ
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のスマトラでの胡椒産出については全く記述していない。以上のことからすれ

ば、このスマトラ西北端地方での胡椒の栽培開始は、早くて14世紀末あるいは

15世紀初頭と考えてよいのではなかろうか。

　あるいは、この地域での胡椒栽培の開始は、インド南岸の胡椒栽培地帯から

交易に渡来したムスリム商人の示唆によってであったかも知れない。ともかく、

この地域での胡椒栽培の開始は、船も小型化し、元代を最後にもはやインド南

岸地方にまで渡海しなくなった一般の中国商船や商人にとってまことに好都合

なことであったと思われる。中国商船は此地で、馬歓も記しているように、マ

ラバル胡椒よりやや品質は劣るものの値段の安いスマトラ胡椒を買入れて帰国

したのであった。

　つぎに、元代には中国船も渡海してそこの胡椒を輸入したインドのマラバル

海岸地方における胡椒の生産と貿易は、この明代にどうなったのであろうか。

　前に触れた馬歓は、マラバル海岸のコチン（何枝国）について、

　「この地には、別にこれといった産物はないが、胡椒が沢山できるので、多

　くの住民は農園を作って胡椒を植え生業としている。毎年胡椒が成熟すると、

　この土地の物持ちが買い集め、沢山倉庫に貯蔵しておき、各方面の商人が買

　いにやってくるのを待っている。そして播荷（バハル）で価格を決めるO」

と記しており、カリカット（古里国）については、

　「胡椒は丘陵地帯の住民が農園を作って多く栽培している。10月になると胡

　椒は熟するから採集し、太陽に照らしてよく乾かして売る。胡椒の買付け商

　人がやってきて買い集め、役所の倉庫に貯える。もし胡椒を買う者が来れば、

　役所が発売し、その数量によって税金を計算し役所に納付させる。胡椒1播

　荷（バハル）ごとに売値は金銭200箇であるO」

と記している。これらの記事によると、マラバル海岸地方では、前代と同様、

コチンやカリカットなどを中心に多量に生産が続けられていたことが判る。そ

してこの胡椒生産と流通について、政府当局の取締りや支配（政府倉庫への貯

蔵や税金徴収）が行なわれたことも判明する。

　しかし、このように胡椒の生産・貿易についての一般的状況についてはかな

り詳細に語っているものの、これらの史料では中国船のマラバル来航と胡椒買
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付けについては全く触れておらず、そうした事実がなかったことを我々に示し

ている。この点については、すでに本節の冒頭で指摘しておいた通りである。

　つぎに、中国に最も早く注目され輸入されたジャワの胡椒生産は、この15世

紀前半にはどのようになっていたのであろうか。

　鄭和の大艦隊はジャワにも数回にわたって往訪しており、したがってこの艦

隊に参加した馬歓や費信も、それぞれの著書においてジャワについての記事を

書いている。しかし、胡椒については一言も触れていない。このことからすれ

ば、東ジャワの胡椒は、この頃では、中国人が本国向けとして大規模に取扱う

ほど主要な貿易商品ではなかったのであろう。

IV　16世紀初頭の南アジア・東南アジアにおける胡椒の生産と貿易

　アジア産香料のヨーロッパへの流入の重要経由地である東地中海地域での政

情不安や品不足によって、15世紀末のヨーロッパ市場において胡椒価格の高騰

がみられたが、このことは、ポルトガルの航海家たちが海路インドへ至る道を

求め続ける直接的契機となった。1498年ヴァスコ・ダ・ガマがついに喜望峰経

由で南インドのカリカットに到達し、同地で胡椒の入手に成功して以後、ポル

トガルは毎年のように相次いでインドに船隊を送り出し、南インド各地におい

て胡椒や他の香辛料を入手し、それらをリスボンに送付することに努めた。そ

うした事業の推進は決してつねに平和裡に行なわれた訳ではなく、当時このイ

ンド洋や東南アジア海域での貿易の主導権を握っていたイスラム商人勢力を排

除するために、ポルトガルは武力を最大限に利用したのである。イスラム商人

勢力には、当時これに対抗しうるような武力を全く保持していないといった事

情もあって、この王室国家権力を背景に展開するポルトガルの武力行使は、短

期間のうちにきわめて大きな成果をあげることができた。

　こうした武力行使によって、ポルトガルは1510年代までに、インド洋や東南

アジア海域におけるその支配体制をほぼ確立しえたのである。1510年には、ポ

ルトガルはゴア（Goa）をアジア支配における中心地と定め、その支配網をさら

に東方に拡げるべく翌1511年には東南アジアの貿易中心地としての地位を占め
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ていたイスラム王国マラッカ（Malacca）を占領し、その近隣諸国に対してはも

ちろん、翌1512年には早くもその触手を丁香・肉董藏の唯一の産地たるモルッ

カ諸島（Moluccas）にまで届かせていた。ポルトガル王室は、こうした支配網

の確立によって、アジア香辛料の独占的支配を図ったのである。たしかに、こ

うしたポルトガルの進出は、ペルシャ湾・紅海から中東一地中海一ヴェネティ

ア（Venetia）を経由するヨーロッパ旧来の香辛料貿易ルートにかなりの衝撃を

与えたことは確かであった。

　以下には、こうしたポルトガルのアジア進出の初期に当る1510年代のインド・

東南アジアにおける胡椒の生産と貿易の様相を検討してみたい。

（A）1510年代のインド・東南アジアにおける胡椒の生産状況

　トメ・ピレス（Tom6　Pires）は、ポルトガルの占領後間もないインド（1511

－12年）やマラッカ（1512－15年）に滞在したポルトガル人であるが、彼は往
訪先各地での見聞を基に、アジア地誌『東方諸国記』（Suma　Oriental）伽を書

いたが、その中には当時の東南アジアや南アジア各地での胡椒の生産と貿易に

関する貴重な記録が含まれている。彼はマラッカ滞在中は、同地の商館の書記

兼会計掛および香料の管理人の職についていたので、香料に関する情報につい

ては他の人々にもまして一層の注意を払っていて、それが彼の著書にも反映さ

れていると考えられる。

　トメ・ピレスは、南アジアおよび東南アジア各地での胡椒の生産地について、

①インドのマラバル地方、②スマトラ西北部地方、③マレー半島、④ジャワの

スンダ地方、の4ケ所をあげ、以下のように説明している。

　①まずインドのマラバル地方について「胡椒はマラバルには約2万バハルあ

って、シャトゥアからカヤ・コウラン王国にかけて産し、コウラン、クランガ

ノールにも若干あるOfと記しており㈱、同地方での年間胡椒生産量を約20，000バ

ハルとしている。いま、これを英トンに換算すると3，750トンになる。したがっ

て此地方の胡椒生産額を約3，800トンとみなしてよいであろう。

　②スマトラ西北部については、ペディルとパセの2地域を胡椒生産地として

あげている。まずペディルではかつて15，000バハルの生産があったが、近年で
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は2～3，000バハルに落ち、年によっては豊凶の差はあるものの、平均的には6～

7，000ないし10，000バハルだとしている㈱。この平均値によると、1，070トンから

1，785トンになり、平均して1，400トンとみなしてよかろう。つぎにパセでは8，000

バハルから10，000バハルとしており⑳、これは1，430トンから1，785トンというこ

とになるが、平均1，600トンとみてよいであろう。したがって、スマトラ西北部

地域としては、合計3，000トンの胡椒生産があったとみられる。なおピレスは『瀬

涯勝覧』の著者馬歓と同じく、スマトラ産胡椒はコチン（マラバル）胡椒より

品質が悪いと書いている㈱。

　③つぎにマレー半島については、ケダとパタニの2生産地域をあげている。

まずケダについて約400バハルとしているので㈱、これは71トンに相当する。つ

ぎにパタニでは700ないし800バハルとしているので㈲、これは125ないし143トン

となる。以上の2地域を合せて、マレー半島での胡椒生産量は約200トンという

ことになる。

　④ジャワのスンダでの胡椒生産量を6，000バハルとしている⑳。これは178トン

で、約180トンとみなされよう。ピレスによると当地の胡椒はコチン産よりも若

干良質だとのことである働。なお、のちにスンダ王国の支配下で胡椒の生産地と

して有名になるスンダの対岸スマトラ島のランポン地方（この当時のスカンポ

ン）について、「胡椒も若干あって良質だということである」㈱と、この地方の胡

椒生産が始まりかけている事情を伝えているのは面白い。

　以上のようなトメ・ピレスの記述によると、16世紀初頭の南アジア（マラバ

ル地方）での胡椒生産量は約3，800トン、東南アジア（スマトラ西北部、マレー

半島、ジャワのスンダ）での胡椒生産量は約3，380トンに達していたことが判る。

両者の合計、すなわち全胡椒生産量は約7，200トンであった。このうち、インド

のマラバル地方とスマトラ西北部地方とが胡椒の2大生産地であったと云える。

　スマトラ西北部での胡椒の栽培開始と増産とには、インドから此地に到来し

たムスリム商人の示唆による可能性をすでに指摘しておいたが、基本的には北

欧を中心とする14世紀から15世紀にかけてのヨーロッパでの胡椒需要量の増大

と中国での前代に引続いての需要増大とに大いに関連があると思われる。この

うちヨーロッパ向けは、15世紀末まではほとんどインド（マラバル）からペル
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シャ湾と紅海を経由して、さらに16世紀に入ってからはインド南岸地方から喜

望峰経由で直接ヨーロッパに至るルートも加わって、ヨーロッパに送られたが、

マラバルの生産量だけでは、経由地の中近東での消費量をも考慮すれば、イン

ドからの西方向け輸出分をまかなうには充分ではなくなった。そこでその不足

分を補うためにスマトラ西北部での胡椒生産が推奨され、その生産量の一部が

インドへ輸出されたものと考えられる。また同時に、中国における需要の増大

に応えるという側面も見落せないと思う。

　なお、ここで16世紀初の東ジャワでの胡椒生産について一言しておくと、ト

メ・ピレスは、やはり先に紹介した15世紀前半の中国記録におけると同様、こ

の東ジャワでの胡椒生産については全く言及していない。それはこの地方の胡

椒生産がポルトガル人の注意をひくほど大規模には行なわれなくなっていたと

いうことであろうか。

（B）1510年代のインド・東南アジア産胡椒の輸出状況

　つぎに、南アジア・東南アジア産胡椒が、1510年代において、どこにどれほ

ど輸出されたかの点について考察してみよう。

　まず中国向け輸出について検討する。

　1510年代当時の中国での胡椒需要量はどれほどであったのだろうか。トメ・

ピレスは、マラッカからの輸入品のうち当時の中国で価値のある商品について、

　「主要な商品は胡椒である。彼ら（中国人）は毎年10隻のジャンクが積荷す

　る胡椒を、もしそれだけの数の船が同地に行けば、買入れるであろう。また

　丁字や少量の肉董薙、プショ、カショ、そのほか若干の品物および香木、多

　量の象牙、錫、藍蒼を買うであろう。また沢山のブルネイの竜脳、朱色の数

　珠玉、蘇木、それにシンガプラに産する黒い木材を多量に買入れる。また彼

　らはカンバヤ産の玉髄、緋色の呉紹、各色の毛織物も買うが、胡椒を除くと、

　その他の全てはとるに足らぬ品物であるO」　（34）

と云っている。また1510年2月にマラッカからアフォンソ・デ・アルブケルケ

宛に出したポルトガル人ルイ・デ・アラゥジョ（Rui　de　Ara6jo）の手紙には、
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中国船のマラッカ来航について「毎年8ないし10隻のジャンクがマラッカにや

ってきて、多量の胡椒と若干の丁香を自分たちの国に持ち帰ります。」と報告し

ていた㈲。

　そこで当時南海貿易に従事していた中国商船の大きさを考えると、大体400ト

ンないし500トンの積載能力のある船であったと考えられる㈲。そしてその積荷

の半分が胡椒であったとすれば、10隻分で2，000ないし2，500トンということに

なる。つまり、16世紀初頭の中国では、胡椒を南海諸国から一年間に2，000ない

し2，500トン輸入していたことが判る。

　このような中国の需要量を充すために、どの地方産の胡椒が充てられたので

あろうか。

　前掲トメ・ピレスはマレー半島のケダ産胡椒について「この胡椒は人々がパ

セーとべディルからシァン（シャム）を経由して運んできたものと一緒にシナ

へ行く。Jと記している（30。おそらくこれはケダ商人がスマトラに赴いて買ってき

た胡椒とケダ産胡椒を一緒にして中国に輸出することを記したものであろう。

シャム湾側に位置するパタニで産出する胡椒も、おそらくこのケダ産と同様に、

中国向けに輸出されたものと思われる。したがって、マレー半島産の200トンは

全部中国向け輸出に充てられたと解される。

　つぎに、スマトラ西北部（ペディルとパセ）産胡椒について、トメ・ピレス

は前掲記事のごとくシャム（実際はケダ）経由で中国に輸出される分があった

ことを記しているが、他方、ベンガル商人がパセにおいて胡椒を買い入れるこ

とも記しており岡、このスマトラ西北部（ペディルとパセ）に来訪する外来商人

の中心がグジャラート商人などインド各地の商人であったことからすれば、当

然インドへも多量が輸出されたと考えられる。そこで、いまこのスマトラ西北

部産胡椒は、その半分つつが中国とインドへ輸出されたと考えれば、この地方

産胡椒約1，500トンが中国へ輸出されたものと推定される。

　つぎにスンダ産胡椒の輸出先について、トメ・ピレスは何も記していないが、

当地が中国船の来航に便利であることなどを考慮し、当地生産量のうち半分が

中国へ輸出されたと考えれば、約900トンのスンダ産胡椒が中国へ輸出されたと

推定される。
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　以上3地域からの中国向け輸出分を合計すると約2，600トンということになり、

これは先に東南アジアに来航する中国船の年間運搬能力から推定した輸送量

（2，000～2，500トン）とも大体一致することになり、ほぼ実態に近い数値であ

ろうと考えられる。以上のほか、トメ・ピレスには前述のように記載はないも

のの、東ジャワ産の胡椒があった筈であり、同地にこの当時多数の華僑が在住

していたことなどを考え合せると、そのうちの幾らかは中国へも輸出されてい

た可能性があろう。したがって、中国への胡椒輸出量は合計で2，600トン以上、

おそらく2，700トン近い量であったのではなかろうか。

　つぎに、この1510年代にインドからヨーロッパ向けに輸出された胡椒の量に

ついて検討してみよう。

　まずポルトガル人がコチン（Cochin）など南インドの港市からリスボンに向

けて送り出した胡椒の量はどれほどであっただろうか。当時インドからリスボ

ンへ向けて年間平均約5隻が就航したと考えられ㈲、その船は500トンないし600

トンのナウ（大型船）であった軌そして全積載量の半分が胡椒であったとして、

年間1，250トンないし1，500トン、平均すれば約1，400トンが輸出されたものと考

えられる。ある研究者の推定によると、1，500年ごろのヨーロッパにおける年間

香辛料輸入全量は約1，200トン、それが1560年ごろには1，800トンに達したとみ

られている暁いま、1510年にも1560年代とほぼ同じ水準であったとみなし、こ

のうち胡椒は香辛料全体の6割として計算すると約1，100トン、という年間輸入

量となり、船の積載能力から算出した上掲約1，400トンはかなり過大評価にすぎ

るようである。なお、16世紀末のオランダ人リンスホーテン（J．H．　van　Linschoten）

は、1580年代当時のポルトガル船による胡椒年間輸送量を2，000トンないし2，400

トンと推定している働。これからみれば、1510年代についての上掲1，400トンは

充分可能性のある数値のようにも思われる。とくに、1510年代から少なくとも

1530年代までは、ポルトガルがヨーロッパの胡椒輸入量のほとんど全量に近い

量を握っていたとさえ云われている㈲ことを考慮すればなおさらである。

　ともかく、ここではポルトガルによる胡椒輸出量を1，400トンとし、これに若

干量たとえば50～100トンは、他の高級香辛料（丁香、肉董藏、董萢花など）と

ともに、旧来のアレキサンドリアー地中海一ヴェネティア経由ルートでヨーロ
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ッパに輸出されていたとすれば、ヨーロッパに輸出された胡椒の量は合計約1，500

トンということになろう。

　すでに述べた中国への輸出量2，700トンに比べると、この全ヨーロッパへの輸

出量1，500トンはきわめて少量で、16世紀初頭の胡椒の消費地としては中国が世

界第1位であったことが判る。

　また、これら両地域での消費量合計4，200トンを全生産量7，200トンから差引

いた残り3，000トンが、主として南アジア・東南アジア・中近東地域での消費分

に相当するということも判明しよう。しかし、トメ・ピレスがペルシャでの胡

椒消費について

　「（オルムズに……）多量の香薬一主として胡椒一が持ち帰られる。それはペ

　ルシアで多量に消費される。これはかれらがドイッ人よりもポタージュ愛好

　者であり、従ってそれはかれらの間で重要な商品で、商人はそれを国内の至

　　　　　　　　　　　　　（44　る所で売り捌くからであるOf

と云い、リンスホーテンがインドおよび近隣地域での胡椒使用について、

　「カナリーン胡椒（＝劣等品）は別として、他の胡椒はインディエならびに

　策工芳諸地域のインディエ人によってさかんに使われ、その消費量は、年々各

　地に輸出される額をはるかに上回るくらいだ。インディエ人がこれほど大量

　の胡椒を消費するのは、どんな料理にも必らず一握りの胡椒を、しかも潰さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈲　ないでそのまま入れて食べるからであるOf

と記していること、などからも容易に推察されるように、この16世紀当時には

これら3地域においてすでにかなり多量の胡椒が消費されていたらしいことか

らすれば、この3，000トンという量は実際のこれら3地域における胡椒の消費量

としてはかなりの過少評価であるかも知れない。おそらく、実態的には、胡椒

の生産量は、トメ．ピレスの掲げる量よりもっと多量にあったのであり㈹注産

地域たる南アジアや東南アジアでの消費分は、そうした不明分中にかなり含ま

れている可能性が高いと考えられる。
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V．あとがき

　本稿では、インド・東南アジアに産出する重要香辛料の一つである胡椒を取

りあげ、その生産と貿易について、西暦紀元前に湖るその初期から16世紀初頭

のポルトガル勢力のアジア進出の初期までの各時代・各地域別の様相について

いささか検討を加えた。そして胡椒の国際経済上にもつ重要性は、時代の降る

とともに東西両洋において一層増大していった事情もおおよそ判明したように

思う。

　もちろん、こうした胡椒の国際経済上の重要性は、本稿で取りあげることの

できなかった16世紀中葉以降においても、決して直ちに失なわれてしまった訳

ではない。

　さきに本稿でも触れたように、ポルトガルのアジア支配体制は、1498年のイ

ンド南岸地方への到着時に始まり1510年のゴアのアジア支配中心地としての設

定、翌1511年のイスラム王国マラッカの占領、さらにはそれに引続いての香料

（モルッカ）諸島への到達および紅海・ペルシャ湾方面でのイスラム勢力の打

倒の成功によって、基本的には1510年代までに一応の確立をみた。南アジァ・

東南アジア海域での武力に支えられたポルトガル勢力のイスラム商業勢力に対

する経済的優位はほぼ明らかとなり、こうしてポルトガルのアジア進出の重要

目的の一つであった胡椒など香辛料の独占的支配もかなりの程度まで実現され

たといえる。

　しかし、実はそのポルトガルの商業的優位もさほど永くは続かなかったよう

であり、おそくとも1540年代からは各地のイスラム商業勢力の巻き返しや、ポ

ルトガルのアジア支配体制そのものの内部矛盾の露呈一内部腐敗などによって、

次第にポルトガル勢力の商業的優位性が崩れていったとみられる。一旦はポル

トガル勢力によってほとんど閉じられてしまっていた旧来の紅海一地中海経由

の香辛料貿易ルートがイスラム商業勢力によって再開されていったこと（4Dなどは、

その象徴的事例だと云えよう。

　こうした16世紀中葉から以後の、ポルトガル勢力とイスラム商業勢力との間
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の胡椒などアジア香辛料の獲得とその貿易をめぐる競争についての実態を究明

することが、筆者の香辛料貿易史研究の次の課題である。
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